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市
の
公
共
施
設
を
そ
な
え
、
再
び
こ
の

よ
う
な
災
害
を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う

都
市
計
画
法
令
を
適
用
し
て
根
本
対
策

を
た
て
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
二
十
六
日
に
魚

津
都
市
計
画
火
災
復
興
土
地
区
画
絵
理

施
行
地
区
の
決
定
を
得
て
、
総
事
業
費

一
億
八
千
七
百
万
円
余
り
で
事
業
を
す

す
め
ま
し
た
。

j
-

そ
し
て
こ
れ
を
昭
和
三
十

一
年
度
五

こ
の
三
ヶ
年
を
ふ

-網
は
壮
ま
く
不
規
則
て
、
現
代
の
経
済
一
千
万
円
、
昭
和
三
十
二
年
度
七
千
百
四

り
か
え
っ
て

み

る

一
的、

生
産
的
活
動
に
は
不
適

l
告
で
し

一
十
万
円
、
昭
和
三
十
三
年
度
六
千
四
百

と、

従
来
市
の
道
路

一
た
。
ざ
一
で
大
火
直
後
は
合
理
的
な
都

一
万
円
(
一
部
繰
越
)
で
火
災
復
興
事
業

一
の
骨
子
の
完

7
を
み
て
お
り
ま
す
。

一

事
業
の
内
訳
の
あ
ら
ま
し
を
み
ま
す

一
と、

魚
津
中
央
線
な
ど
五

O
の

街

路

築

①

す

で

に
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公

一
造
に
は
延
長
一
七
、

0
0
0
米

を

工

費

的

年

金
制
度
に
よ
っ
て
こ
の
制
度
に

一
七
、
六

O
O
万

円

、

鴨

川

な

ど

水

路

の

よ

る

福
祉
年
金
額
以
上
の
年
金
を
受

一
改
修
に
延
長
三
、
O
四
O
米

を

一

、

七

け

て

い

る

と

き

は

支
給
さ
れ
な
い
。

一
0
0万
円
、
村
木
、
新

金

屋

町

の

児

童

し

か

し

そ

の

年

金

が

福

祉

年

金
額
よ

一
公
園
一
九
、

0
0
0平
方
米
(
五
、
八

り

少

な

い

と

き

は

そ

の

差
額
だ
け
支

一
0
0坪
)
を
一
九

O
万

円

、

補

償

費

五

、

給

さ

れ

る

。

一
四
O
O万
円

、

上

水

道

事

業

に

て

国

民
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

O
母

子

福

祉

年

金

①

福

祉

年

金
を
受
け
る
人
が
前
年
に
十

一
一
O
O万
円
、
そ
の
ほ

か

設

計

費

、

機

て

は

前

号

で

お

知

ら

せ

し

ま

し

た

が

、

本

年

十

一

月

一

日

に

既

に

夫

を

な

く

三

万

円

(但
し
年
金
の
支
給
を
受
け

一械
器
具
、
一
般
調
査
費
な
ど一一、

0
0

老
令
、
母
子
、
障
害
福
祉
年
金
は
本
年

し
た

こ
十
才
以
上
の
妻
が
、
夫
が
な
る
人
の
子
で
、

義
務
教
育
を
終
る
前

一
O
万

円

と

な

か

ま

す

。

十

一

月

か

ら

支

給

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

く

な

っ

た

当

時

生

活

を

共

に

し

て

い

の

子

一

人

に

つ

い

て

一

万

五

千

円

が

一

焼
失
し

た

村

木

小

学

校

、

道

布

保

清

て

お

り
ま
す
。
こ
の
申
請
は
九
月
一
日
た
義
務
教
育
終
了
前
の
子
を
扶
養
し

加

算
さ
れ
る
)
を
こ
え
る
収
入
が
あ

一
園
の
復
旧
工
事
も
早
速
と

り

か

カ

り

か

ら
社
会
福
祉
事
務
所
で
受
付
け
ま
す
て
い
る
人
、
，

る
と
き
は
一
年
間
福
祉
年
金
は
支
給

一村
木
中
問
機
‘
一
い
品
川
い
一
一
一

γ、
:
(
‘

会

一

か
ら
該
当
さ
れ
る
方
は
も
れ
な
く
申
請
年
金
額
は
一
万
二
千
円
(
月
て

O

さ
れ
な
い
。

J
J
J
J
E
E--t-f
t
・-21
・
i
t
-
-i
t
---J
・
1
3
1
1・・
t
f
s

一書
を
出
し
て
手
続
を
と

っ
て
下
さ
い
。

0
0
円

)

①

老

令

ま

た

は

障

害

福

祉
年
金
を
受
け

に
下
水
道
の
復
旧
と
新
設
な
ど
も
大
方

一

次
に
そ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
扶
養
す
る
子
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
る
人
の
扶
養
義
務
者
が
前
年
に
二
万

の
完
成
と
極
め
て
良
好
な
る
進
捗
を
示

一
に
記
し

ま

し

ょ

う

。

は

一

人

を

除

い

た

子

一

人

に

つ

き

二

三

千

六

百
円
以
上
の
所
得
税
を
納
め

し、

復
興
魚
津
の
面
目
躍
如
た
る
今
日

一

申
請
書
用
紙
は
社
会
福
祉
事
務
所
に
千
四
百
円
が
加
算

さ

れ

ま

す

。

て

い

る

場
合
、
福
祉
年
金
は
一
年
間

を
迎
え
得
ま
し
た
こ
と
は
ご
同
慶
に
た

一
あ

り

ま

す

が

、

添

付

す

る

書

類

は

戸

籍

支

給

停

止

さ

れ

る

。

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
抄
本
と
住
民
票
の
謄
本
、
そ
れ
に

各

種

恩

給

、

厚

生

年

金

の

受

給

者

④

母
子
福
祉
年
金
を
受
け
る
妻
が
二
十

し
か
し
な
が
ら
こ
の
辛
酸
三
ヶ
年
の

一
年
金
や
補
償
費
を
受
け
て
い
る
人
は
こ

差

額

だ

け

支

給

五

才
以
上
の
子
と
生
活
を
共
に
し
て

悦
ば
し
い
成
果
に
相
反
し
、
き
わ
め
て

一
の
福
祉
年
金
額
よ
り
も
少
な
い
と
き
こ
の
福
祉
年
金
の
支
給
は
、
特
別
な
い
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
福
祉
年
金

窮
迫
し
た
財
政
事
情
の
好
く
山
積
み
す

一
は
、
そ
の
公
的
年
金
証
書
の
写
が
必
要
制
度
で
掛
金
を
掛
け
な
い
で
支
給
さ
れ
は
支
給
停
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

る
幾
多
の
難
関
は
当
市
の
前
途
に
大
き

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る

関

係
上
、
つ
ぎ
の
該
当
者
は
福
祉
年
の
子
が
長
い
間
、
病
気
や
負
傷
、
緩

く
横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
更
に

一
…
誌
:当
;す
:・
る
:が

企
の
支
給
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
は
停
止
疾
、
失
業
を
し
て
い
る
と
き
は
、
福

復
興
達
成
の
完
壁
と
全
市
の
繁
栄
と
潤

一
0
五
十
ほ
壮
年
合
パ.

さ

れ

ま

す

。

祉

年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

同
小
を
期
し
て
一
段
と
強
力
な
諸
施
策
を

一

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
で
七
十

i
p
l①

老
令
ま
た
は
障
害
福
祉
年
金
を
受
け

諦
じ
て
ま
い
り
ま
す
上
に
心
痛
憂
慮
す

一

才
以
上
の
人

~juノ
ヘ

ふ

α除
濁

る
人
の
配
偶
者
が
前
年
に
所
得
が
あ

立

行

純

計

抗

日

肘

口

一

法

噌

一
万
一
一
千
円
(
月
て

O

り
ぬ
内
出

ぷ

斜

雪

山

鶴
間
関
昨
日
れ
な

と
つ

長

大
の
推
進
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各
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一
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障
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、
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一
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M
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光
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日
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と
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も
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か
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復
興
の
一
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年
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一
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八
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円

(

月

余
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整

備

市

街

れ

に

さ

土
地
区
画
整
理

事

業

費

三
ヶ
年
で

一

一
夜
に
し
て
て

五
0
0
戸
を
焼
失
し、

焦
土
と
化
し
一

一
た
昭
如
三
十

一
年
九
月
十
日
の
大
火
か
ら
尚
三
年
、
立
山
一

…
連
山
を
背
去
に
近
代
的
な
防
火
建
誕
併
が
建
ち
な
ら
び、

一

一
道
路
が
将一
然
と
つ
く
ら
れ
、
公
園
墓
地
、
児
童
公
園
、
下
一

…
水
道
な
ど
と
近
代
都
市
の
形
成
が
な
さ
れ
、
見
ち
が
え
る

一

…
ば
か
り
の
市
街
が
で
き
あ
が
り
ふ
日ι
し
た
u

こ
れ
は
全
市
民

一

…
が
一

体
と
な
っ
て
火
災
復
興
に
協
力
し
た
賜
も
の
と
い
え

一

一
ま
し
ょ
う
。

一

魚 津 市 神 明町

魚津印刷所

動態
9.260世帯
46.585人

65人
28人
22件

6件

人口
世帯数
人口
出生
死 亡
婚姻
離 婚

億
八
千
余
万
円

復

興

に

た

ゆ

ま

皆
さ
ん
と

と
も
に
大
火

復
興
の
試
煉

に
苦
行
す
る

こ
と
三
年
、

今
や
魚
津
市

都
心
の
面
白
は
ま
さ
し
く
一
新
さ
れ
、

火
災
復
興
事
業
の
難
事
業
は
、
菅
に
焦

土
の
復
旧
に
止
ま
ら
ず
、
百
年
の
大
計

の
下
に
呉
東
の
雄
向
た
る
に
適
し
い
新

興
都
市
と
し
て
着
々
悲
願
を
成
就
し
つ

つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
更
め
て
市
民
各
位
の
熱
誠
溢
る

る
ご
協
力
と
関
係
官
庁
の
尽
き
ぬ
ご
支

八
O
O平
方
米
(
一
、
二
ハ

O

坪
)
を
七
、
九

O
O万
円
で
県

下
の
有
数
の

モ
デ

ル
校
舎
と
し

て
、
道
下
保
育
園
は
木
造
平
家

建
四
六

O
平
方
米

(
一
四

O
坪

)
を
四
七

O
万
円
で
新
築
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
災
害
住
宅
は
吉
島
な
ど

六
ケ
所
に
お
よ
そ
四

O
O
戸
が

建
て
ら
れ
、
擢
災
さ
れ
た
方
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
火
建
築
帯
は
、
不
燃
都
市

の
完
成
を
め
ざ
し
、

地
元
の
理

解
あ
る
協
力
で
の
ベ
て
五

O

O
米
に
一
三
五
戸
が

建
築

さ

れ
、

一
般
住
宅
も
建
築
届
を
終

え
た
も
の
九
百
数
十
戸
に
及
び

そ
の
後
ぞ
く

A
¥
新
築
さ
れ、

め
ざ
ま
し
い
復
興
ぶ
り
を
示
し

て
い
ま
す
。

火
災
復
興
事
業
の一

環
と
し

て
街
の
美
観
を
保
つ
た
め
、
市

街
地
に
あ
る
墓
碑
を
一

掃
す
る

計
画
を
た
て
、
総
合
墓
地
を
宮

津
地
内
に
つ
く
り
、

昭
和
三
十

二
年
度
か
ら
今
日
ま
で
街
路
及

び
換
地
に
よ
る
墓
碑

て

0
0

0
基
を
移
転
し
ま
し
た
。
引
き

つ
づ
い
て
沖
田
区
に
残
っ
て
い

る
墓
碑
の
移
転
に
と
り
か
か
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
懸
案
の
二
十
二
米
中
央

線
(
田
方
町
!
神
明
町
)
に
つ

い
て
は
昭
和
三
十
三
年
十
月
八

日
で
魚
津
都
市
計
画
街
路
の
決

定
を
見
、
こ
と
し
か
ら
二
ヶ
年

計
画
を
も
っ
て
お
よ
そ
三
千
万

円
余
り
で
事
業
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

，

ぬ

努

力

市

寺

田

大

長
援
に
深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

延

長

て

五

O
O米
に
及
ぶ
防
火
建

築
帯
の
商
庖
街
を
は
じ
め
、
恒
久
建
築

の
村
木
校
、
あ
る
い
は
霊
地
宮
津
墓
園

の
建
設
な
ど
、
木
市
の
め
ざ
ま
し
い
復

興
ぶ
り
は
、
全
国
巷
間
の
讃
嘆
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
審
議
に
審
議
を
重

ね
た
換
地
の
問
題
も
殆
ん
ど
そ
の
答
申

を
終
え
て
既
に
区
画
整
理
事
業
-
も
完
成

の
域
に
達
し
、
路
線
の
拡
張
盤
備
と
新

設
は
、
い
よ
い
よ
近
代
的
市
街
地
合
形

成
し
、
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
災
害
市
営

住
宅
建
築
な
ど
の
完
遂
、
更
に
は
こ
れ

ら
諸
事
業
に
相
呼
応
す
る
上
水
道
並
び

一
写

真

説

明

一

左
上
、
建
ち
な
ら
ん
だ
商
脂
街
、
住
宅
群

(
村
木
小
学
校
屋
上
か
ら
)

右
上
、
児
童
公
園

(
村
木
)

左
夜
の
商
脂
街
(
金
屋
町
)

下

新
金
屋
町
附
近

(北
電
前
)

左右
下下

Tこtまt主
公墓鴨
闘碑 川
墓 ー 町地。。。

基
を
移
転
し

十

一

月

か

ら

支

給

さ

れ

る

福

祉

年

金

加
歳
以
上
に
年
額
一
万
二
千
円

ほ
か
に
障
害
、

母

子

年

金

士
口



(2) 

説三19月1日現在ても!似た;

住
民
登
録
の
正
確
な
実
施
を
は
か
る
た
め
、
住

…

一
民
登
録
法
に
も
と
ず

い
て
、
九
月
一
日
午
前
零
時

一

現
在
で
住
民
登
録
の
一
・
斉
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

。。
市 ー十 単 調付め住調
の日ー 備 査 し 各民 計
住午日調期、 i:i七登 の
民前ま 査 聞記帯 録ブ7
が 零 で は 及入 にの法
対 日寺 。八びしも 届
象 現日自月対てれ出
に在和 二 象 いなの
なに三十 たく励
り お 十 五 だ 届 行
まけ四日 く出を
す る年 か 口書 図
。魚九ら を る
津月三 配た

はと 風稲
田俗台だ のこ
にに風け出と
水い とが来 し
が い き{，'もは
強ま い配大お
っすたと変 天
てがら いよ 安
あ 、鍬うくも
る台もと、制
の 風っ こ も 合
とに てろ う11債
な対走で秋調
い しれすので
の て 、 。台

風

t、
口

と

(昭和 7年 9月13日)
第三種郵便物許可/

九

月

十

五

日

現

在

で

選

挙

人

名

簿

を

調

製

ー

も

れ

る

と

選

挙

は

で

き

ま

せ

ん

l
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uv 

と
し
よ
り
の
日

(九
月
十
五
日
)

「
お
ー
い
、

楢
山
参
り
か
い
」

「
と
ん
で
も
な
い
、
山
の
温
泉
へ

し
ば

ら
く
湯
治
に
つ
れ
て
い
く
ん
だ
よ
」

(第155号〉

老
人
福
祉
に
つ
い
て
国
民
全
体
の
関
心

を
た
か
め
、
ま
た
老
人
の
自
覚
を
促
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

すて 時の活吹 を 三 う た 病が 落に とラ るおがまニて 気 えすけり作 るン す で
。被期で発き フ極 キなと 台 気 弱 ち潜も ハ 台 よ こ大す 、かの 台 ね ぐ る の 物 と 台。 は
害 を 、に まエカロもえ 風 で つ る んとガ風うしきが 三ら 発 風ば田こ調の作 風 強被
を逸 ー なす 1小 か の ばがすた。で 土レ に 工て い、 割 二生 被 な に と 子 体 物 と い 答
おせ本っとンさらをホ 終。 りたい の 病 と 夫 葉 わ その 十で 害 り水 にが内 のい 乾 の
さず 植て 、と く四 一 ノレ っ す と て 中 で も し の けれ 減 日すでま をな狂の葉 いい 程
えホえ被ニ 呼 しキ O ドた るえ 、に 、のま 面 で よ収も ο大せはりつ血か また度
てリの 害 化ばてロア水ら とば稲いシ う しですり で 経 倒 きん る 、て の ら す 風は
ほ ド多をメ れ下位 1銀 す 急台 のたラ病よ日か若済つれい 。こ 台 大 巡水 が、 随
し l い大イ るさ撒 /レ何ぐ 激 風 体病ノ、気う光らいむてるの と風 き り 分 、 こ 分
い Jレ回き虫 乾 い 布(々銅 に な力 菌 ガの 。を で稲 こい方は を と な 、を こ れ 差
も剤でくのい 0 しーと水 発どががレ第 受き ほ とまは 倒 第き被水 講 の をが
の をは し移た て反い銀 生で急稲病 ー けるどもす 穂伏 ーい 筈分 い 風フあ

使こ ま 動 風 被)う粉 す 体激 のはは ら だ被あとがと にたをのと が エ り
でつのすが が 害に よ剤 る力に中もシ れけ 害 り、出病 考ら 受 巡 り く l ま

役 さ 請 た もい受料ま 置 J首
所いをいやなばけ水すい道 さL
土 。しとむりか ら管 とた路 υi略
木くできをまりれを 、りや JiγF「
課 わ 許は得 す でま埋工、河 :函 仁 i ・
へ し可 県 ず 0 なすめ作ま 川 直 iE|lri与勢決つ()

i:きig;i1151ナ泉州主義己都 I¥ 
い にかへ河 互 はて 設 いにタ松;:t/1・ 11ぐ汗?に
まつら 占 川 い大いしも 無 め惑~ 11とへ?を
すい 使用を の 変る たの 断 ノ一一り 11G全 )c;:::.込
。てつ許占 迷見方りに でまに V/ 11悶伶
はて可用 惑 苦 が 、 な物 戸ト 11 U ¥ 7 
市下申し に し見 飲りを J II"__'ιコ

農

業

作
物
の
調
子
が
狂
い
大
き
な
被
害

ー
九
月
の
住
民
検
診
日
程
|

〔
魚
津
〕

九
月
十
日
(
木
)
H
上
口
保
育
園
(
上

町
、
一
、
一
一
、
新
上
て
二
、
三
、

住
吉
、
三
ケ
、
新
町
て
一
一
、

橋
場

区
)

十
一
日
(
金
)
日
大
町
小
学
校

十
二
日
(
土
)
大
町
小
学
校
(
午
前
)

(東
小
路
、
荒
町
、
馬
出
、
明
理
、

大
町
、
新
道
、
八
幡
、
八
代
、
田
方

二、

角
川、

臼
屋
、
紺
屋
区
)

十
七
日
(
木
)

H
大
泉
寺

水
害
の
緊
急
査
定

お
よ
そ
六
百
万
円

去
る
七
月
十
一

日
裏
日
本

一
帯
を
お

そ
っ
た
豪
雨
に
よ
っ

て
市
内
で
も
土
木

施
設
が
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
。
早
急
に

復
旧
を
要
し
ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
建

設
省
よ
り
緊
急
査
定
を
受
け
た
結
果
、

昭
和
三
十
四
年
国
庫
補
助
災
害
復
旧
ケ

所
と
し
て
次
の
箇
所
が
決
定
し
ま
し
た

。
奥
平
沢
阿
部

木

線
道
路
H
延
長
五

(
真
成
寺
、

寺
町
、
餌
指
、
下
新
、

下
猟
師
、
高
町
、
中
町
、
下
タ
町
、

新
屋
敷
、
出
村
、
港
区
)

二
十
五
日
(
金
)
H
村
木
小
学
校

二
十
六
日
(
土
)
H
村
木
小
学
校
(午
前
)

(金
屋
、
金
浦
、
火
の
宮
、
鴨
川、

神
明
区
、
村
木
)

〔
下
野
方
〕

十
六
日
(
水
)
H
文
化
町
会
舘

(田
方

一
、
川
原
町
、
文
化
町
、
木

江
二
、

友
道
区
)

〔
道
下
〕

三
十
日

(水
)
H
記
念
社
宅

(道
下
地
区
、
加
積
地
区
)

〔経
団
〕

十
月
一
日
(
木
)
日
経
団
出
張
所

十
月

二
日
(
金
)
H
経
団
出
張
所

(
平
伝
寺
、
地
方
、
港
町
、
四
谷
向

向
町
、
浦
方
、
表
向
、
上
坂
の
下
、

下
坂
の
下
区
)

十
五
日
(
木
)

H
持
光
寺
ク
ラ
プ

(江
口、

持
光
寺
、
立
石
、
西
尾
崎
)

時
間
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
后
三
時

ま
で
で
受
検
料
は
無
料
で
す
。

九
、
七
米

。
南
叉
線
道
路
日
延
長
二
八
四
、
三
米

。
松
倉
四

O
号
線
隆
道
H
八
米

計
六
ケ
所
六
、
五
一
入
、

0
0
0円

女
の
悲
鳴
は
猛
獣
も
さ
け
る

ー
ち
漢
防
止
に
つ
い
て
|

わ
ず
か
半
年
の
聞
に
強
盗
、

婦
女
暴

行
な
ど
四
十
件
も
犯
し
た
あ
る
犯
人
は

こ
ん
な
こ
と
を
告
白
し
て
い
ま
す
。

O
夜
、
ひ
と
り
歩
き
の
女
性
で
、
服
装

の
派
手
な
の
を
ね
ら
う
。

O
お
そ
う
の
は
追
越
す
か
、
す
れ
ち
が

う
と
き
、
後
か
ら
首
か
手
を
つ
か
む
。

O
お
そ
わ
れ
た
女
性
は
小
声
で
「
か
ん

に
ん
し
て
」
と
い

っ
て
も
、
め
っ
た

に
大
声
は
だ
さ
な
い
。

O
大
声
を
出
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
逃
げ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
.

0
ち
漢
を
防
ぐ
方
法
と
し
て

屋
外
で
は
、
夜
お
そ
い
と
き
は
二
人

以
上
連
れ
だ
つ
こ
と
。

一
人
の
と
き
は

明
か
る
い
道
を
通
る
こ
と
。
も
し
怪
し

い
も
の
が
つ

い
て
き
た
と
き
は
近
く
の

民
家
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
。
無
言
で

抵
抗
す
る
の
は
愚
か
な
骨
頂
で
す
。

映
画
館
や
乗
物
で
は
、
混
雑
に
ま
ぎ

れ
て
身
を
寄
せ
で
き
た
り
、
な
れ
な
れ

し
く
話
し
か
け
て
き
た
と
き
、

場
所
を

変
え
る
か
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、
近
く

の
人
や
係
員
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

(
魚
津
警
察
署
)

寄

付

三、

0
0
0円

新
町
二
区
油
本
栄
次
郎

(妻
死
去
に
よ
る
香
志
)

三、

0
0
0
円

餌
指

町

中

村

妙

光

一、

0
00
円

魚
津
市
一
市
民

ニ
O
O円

釈

迦

堂

大

島

正
治

(
拾
得
に
よ
る
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

一

今

月

の

市

税

一

一
固
定
資
産
税
ニ
期
分
一

↑

(
擢
災
区
域
の
み
)
一

一

納

期

一九
月
三
十
日

蚕注毛時
こ
の
欄
は
、
文
化
団

体
、
官
公
署
の
「

お
た

よ
り
」
に
利
用
く
だ

?、.、
。

J

C
B
V
 

新
し
く
で
き
た

家
族
保
険

郵
政
省
で
は
、
こ
と
し
の
六
月
か
ら

家
族
保
険
と
い
う
新
し
い
生
命
保
険
を

は
じ
め
ま
し
た
。

家
族
保
険
は
、
一
口
の
保
険
契
約
で

夫
婦
と
未
成
年
の
子
ど
も
が
一

定
の
割

合
、
つ
ま
り
ご
主
人
が
ニ

O
万
円
入
り

ま
す
と
、
そ
の
奥
さ
ん
は
四
割
の
八
万

円
、
子
ど
も
さ
ん
は
何
人
あ
っ
て
も
そ

れ
ぞ
れ

二
割
の
四
万
円
が
保
証
さ
れ
る

と
い
う
し
く
み
の
も
の
で
す
。

こ
の
場
合
、
ご
主
人
が
六
十
才
に
な

り
ま
す
と
保
険
金
が
も
ら
え
る
養
老
保

険
に
な
り
ま
す
が
、

奥
さ
ん
は
六
十
才

ま
で
、
子
ど
も
さ
ん
は
二
十
才
ま
で

の

定
期
保
険

(
そ
の
期
間
に
死
亡
し
な
け

れ
ば
そ
の
ま
ま
に
な
る
火
災
保
険
の
よ

う
な
も
の
)
に
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
の
特
徴
は
、
ご
主
人
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
保
険
料
を

払
わ
な
く
て
も
奥
さ
ん
や
子
ど
も
さ
ん

の
保
険
が
続
く
と
い
う
こ
と
と
、

保
険

に
入
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん

や
離
別
し
て
新
し
く
迎
え
た
奥
さ
ん
な

ど
も
自
然
に
保
険
に
入
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

保
険
料
は
ご
主
人
が
一
人
だ
け
で
保

険
に
入
っ
た
場
合
の
お
よ
そ
一
割
五
分

増
で
、
ご
主
人

(
保
険
金
二
十
五
万
円

)
が
二
十
五
才
の
場
合
九
八
五
円
、
四

十
才
の
場
合
一
、
二
四

O
円
と
な
り
害

す
。

(
魚
崎
体
郵
便
局
)

電
話
の
需
要
調
査

5
日

ま

で

電
話
の
需
要
は
、
年
々
ふ
え
て
い
ま

す
が
、

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、
五
年

十
年
後
に
は
ど
れ
だ
け
に
な
る
だ
ろ
う

か
と
、

電
話
架
設
希
望
を
ま
と
め
今
後

の
設
備
計
画
の
資
料
に
す
る
需
要
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
八
月
三
十
一
日
か
ら
九

月
五
日
ま
で
市
内
全
般
に
わ
た
っ
て
抽

出
調
査
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
た
と
き

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(魚
津
電
報
電
話
局
)


